15-Hydroxyprostaglandin Dehydrogenaseの発現低下は癌細胞増殖に関与する胃癌の独立した予後不良予測因子である by 達脇, 大
学 位 の 種 類 博 士 （医学）
学 位 記 番 号 第 5 4 3 7 号 
学 位 授 与 年 月 日 平 成 2 1 年 3 月3 1 日 
学 位 授 与 の 要 件 学 位 規 則 第 4 条第1 項
学 位 論 文 名  Reduction of 15-Hydroxyprostaglandin Dehydrogenase Expression is an
Independent Predictor of Poor Survival Associated with Enhanced Cell 
Proliferation in Gastric Adenocarcinoma 
(15-Hydroxyprostagl and in Dehydrogenase の発現低下は癌細胞増殖に 
関与する胃癌の独立した予後不良予測因子である）
論 文 審 査 委 員 主 査 教 授 荒 川 哲 男  副 査 教 授 平 川 弘 聖
副 查 教 授 石 河 修
論 文 内 容 の 要 旨
【目的】消化管癌の発生や進展にはprostaglandin (PG) E2が重要な役割を担っている。組織内の活 









【結果】非腫瘍部粘膜では主に胃上皮細胞に15-PGDHの発現を認めた。7 1例中 3 5例に胃癌組織にお 







文 審 麥 1 の 結 尹 の 要 旨
消化管癌の発生や進展にはprostaglandin (PG) E2が重要な役割を担っている。組織内の活性型PGE2 








その結果、非腫瘍部粘膜では主に胃上皮細胞に15-PGDHの発現を認めた。7 1例中 3 5例に胃癌組織 
における15-PGDHの発現低下を認めた。15-PGDHの発現低下例では高発現例に比して5 年生存率は有 
意に低く、多変量解析の結果では15-PGDHの発現低下は独立した予後不良因子であった。15-PGDH•の 






この成績は、胃癌の悪性度にPGE2の代謝酵素である15-P G D Hの低発現が関与することを明らかに 
したものであり、予後予測や新たな治療戦略として臨床応用が期待されることから、著者は博士 (医 
学）の学位を授与されるに値するものと判定した。
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